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医
家
の
奏
で
た
音
楽―

村
井
琴
山
と
七
弦
琴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

令
和
五
年
四
月
十
五
日(

土)
 
 
 

早
川
太
基 

 

【
概
要
】 

古
方
派
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
村
井
琴
山(

一
七
三
三
～
一
八
一
五)

は
、
「
琴(

七
弦
琴)

」
を
好

ん
で
奏
で
た
。
本
発
表
に
お
け
る
注
目
点
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
な
ぜ
医
者
が
好
ん
で
「
音
楽
」
を
奏
で
た
の
か
？ 

・
そ
も
そ
も
当
時
の
人
に
と
っ
て
「
音
楽
」
と
は
何
な
の
か
？ 

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
通
し
て
、
村
井
琴
山
の
追
い
求
め
た
も
の
を
探
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
同
時
に
、

村
井
琴
山
が
好
ん
で
奏
で
た
琴
曲
の
う
ち
「
滄
浪
」「
南
風
」「
關
雎
」
を
、
復
元
演
奏
す
る
。 

 

資
料
①
【「
琴(

七
弦
琴)

と
は
？
】 

 

七
本
の
絃
、
十
三
の
徽
、
長
さ
は
三
尺
六
寸
五
分
。
右
手
で
弦
を
は
じ
き
、
左
手
で
弦
を
押
さ
え
て

音
を
出
す
。 

 
 

 
→

森
羅
万
象
を
表
現
す
る
。 

→

音
域
が
広
い
。 

→

伝
説
の
聖
王
、
伏
羲
あ
る
い
は
神
農
が
造
っ
た
と
さ
れ
る
。
孔
子
・
荘
子
・
屈
原
・
諸
葛

孔
明
・
李
白
・
蘇
東
坡
な
ど
が
作
曲
し
た
と
さ
れ
る
曲
が
今
も
伝
わ
る
。 

・
蔡
邕(

一
三
三
～
一
九
二)

の
『
琴
操
』 

御
邪
辟
、
防
心
淫
、
修
身
理
性
、
反
其
天
真
也
。 

 
 

邪
辟
を
御
し
、
心
の
淫
を
防
ぎ
、
身
を
修
め
て
性
を
理
め
、
其
の
天
真
に
反
る
な
り
。 

→

み
ず
か
ら
琴
を
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
感
を
養
い
、
人
間
性
を
陶
冶
し
、
本
来
あ
る

べ
き
自
分
に
立
ち
返
る
。 

→

「
礼
楽
思
想
」
に
お
け
る
「
君
子
修
養
之
器
」。 

 

資
料
②
【
礼
楽
思
想
と
は
？
】 

ま
ず
は
「
音
」+

「
楽
」=

「
音
楽
」 

・『
礼
記
』「
楽
記
」 

 

凡
音
者
、
生
於
人
心
者
也
。
樂
者
、
通
倫
理
者
也
。 

 
 

凡
そ
音
は
人
の
心
に
生
ず
る
者
な
り
。
樂
は
、
倫
理
に
通
ず
る
者
な
り
。 

 
 
 
 
 
 

→

「
音
」
と
「
楽
」
の
大
き
な
違
い
。「
楽
」
に
は
、
構
造
・
秩
序
が
あ
る
。 

・『
礼
記
』「
楽
記
」 

 

樂
者
為
同
，
禮
者
為
異
。
同
則
相
親
，
異
則
相
敬
。…

…

大
樂
與
天
地
同
和
，
大
禮
與
天
地
同
節
，…

…

如
此
則
四
海
之
内
合
敬
同
愛
矣
。 

 

樂
は
同
た
り
、
禮
は
異
た
り
。
同
じ
な
れ
ば
則
ち
相
親
み
、
異
れ
ば
則
ち
相
敬
ふ
。…

…

大
樂
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は
天
地
と
和
を
同
じ
う
し
、
大
禮
は
天
地
と
節
を
同
じ
う
す
、…

…

此
の
如
け
れ
ば
則
ち
四
海
の

内
、
敬
を
合
し
愛
を
同
じ
う
す
。 

→
「
礼
」
は
社
会
の
制
度
的
秩
序
を
、「
楽
」
は
社
会
を
運
営
す
る
人
の
心
の
内
面
的
秩
序
を

形
成
す
る
。
相
補
う
関
係
の
「
礼
楽
」。 

→

「
琴(
七
弦
琴)

」
の
世
界
で
は
、
こ
の
「
礼
楽
思
想
」
か
ら
派
生
し
た
一
種
の
音
楽
哲
学

で
あ
る
「
琴
学
」
が
発
達
し
た
。 

 

資
料
③
【
日
本
人
と
琴
】 

 

日
本
古
代
に
も
琴
は
伝
来
し
て
お
り
、
正
倉
院
に
も
「
金
銀
平
文
琴
」
が
収
蔵
さ
れ
る
が
、
平
安
時

代
に
は
漸
く
下
火
に
な
り
、
や
が
て
廃
絶
し
た
。
そ
の
後
は
、
し
ば
し
ば
伝
来
し
て
は
い
る
が
、
社
会

に
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

明
の
僧
侶
で
あ
っ
た
東
皋
心
越(

一
六
三
九
～
一
六
九
六)

は
、
延
宝
四
年(

一
六
七
六)

に
日
本
に
渡

来
し
、
す
ぐ
れ
た
人
格
や
学
識
に
よ
り
、
水
戸
黄
門
の
庇
護
を
受
け
た
。
こ
の
東
皋
禅
師
が
幕
府
の
儒

官
で
あ
っ
た
人
見
竹
洞(

一
六
三
七
～
一
六
九
六)

や
、
旗
本
の
杉
浦
琴
川(

一
六
六
〇
～
一
七
一
一)

な

ど
優
秀
な
弟
子
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
琴
楽
は
普
及
し
始
め
る
。
江
戸
明
治
時
代
を
通
し
て
、
全
国

的
に
普
及
し
た
が
、
日
清
戦
争
以
降
は
急
速
に
衰
微
し
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
廃
絶
し
た
。 

※
図
録
「
第
七
六
回 

杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
」
の
五
八
頁
の
新
宮
涼
庭(

一
七
八
七
～
一
八

五
四)

に
よ
る
「
書
画
文
巻
」
の
な
か
に
は
、
草
堂
の
な
か
で
琴
を
奏
で
る
高
士
の
姿
が
描

か
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
当
時
の
琴
楽
流
行
が
背
景
と
し
て
作
用
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

資
料
④
【
村
井
琴
山
】1 

村
井
琴
山(

一
七
三
三
～
一
八
一
五) 

、
名
は
杶
、
字
は
大
年
、
通
称
は
椿
寿
。
古
方
派
の
医
者
と

し
て
著
名
で
あ
り
、
独
特
の
理
論
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
吉
益
東
洞
に
師
事
し
て
、
仁
術
を
修
め
た
。
著

書
は
医
学
関
係
に
『
医
道
二
千
年
眼
目
編
』『
古
医
薬
量
考
』『
読
類
聚
方
』『
方
極
刪
定
』『
薬
徴
続
編
』

な
ど
が
あ
り
、
琴
学
関
係
に
『
琴
山
琴
録
』(

刊
本
・
草
稿
本)

『
琴
学
或
問
』(

散
逸)

が
あ
る
。
惜
し

い
こ
と
に
詩
文
集
は
、
伝
わ
ら
な
い
。 

風
光
明
媚
な
「
叢
桂
園
」
を
営
み
、「
玄
響
堂
」
と
い
う
堂
を
建
て
、
そ
の
な
か
に
「
玄
響
」
と
い
う

銘
の
琴
を
納
め
た
。
六
張
の
琴
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
伝
来
し
て
い
な
い
。 

※
図
録
「
第
七
六
回 

杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
」
の
五
八
頁
の
「
旅
中
花
」
の
和
歌
の
短
冊
は
、

村
井
琴
山
の
も
の
で
あ
る
。 

 

資
料
⑤
【
村
井
琴
山
に
お
け
る
「
琴
学
」
の
追
求
】 

 

1 

村
井
琴
山
の
琴
学
に
つ
い
て
は
岸
辺
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』(

有
隣
堂
、
二
〇
〇
〇
年)

、
稗

田
浩
雄
『
近
世
琴
学
史
稿(

修
訂
版)

』（
東
洋
琴
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
）
に
詳
し
い
。 
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・
『
琴
山
琴
録
』「
跋
」 

琴
者
、
聖
人
大
器
而
為
樂
之
統
矣
。
君
子
所
常
御
者
、
琴
最
親
密
、
不
離
於
身
。…

…

今
海
內
琴

法
、
皆
出
于
心
越
・
萬
宗
二
僧
氏
之
手
、
多
是
明
清
俗
間
之
法
也
。
二
僧
氏
安
知
雅
俗
之
分
乎
。
余

故
不
喜
二
僧
之
琴
、
竊
嘆
嗟
久
矣
。
嘗
遊
長
崎
、
邂
逅
于
清
人
潘
渭
川
者
、
偶
受
琴
法
手
勢
及
「
南

風
」「
滄
浪
」
二
曲
。 

琴
は
、
聖
人
の
大
器
に
し
て
樂
を
為
す
の
統
な
る
か
な
。
君
子
の
常
に
御
す
る
所
の
も
の
、
琴 

最
も
親
密
に
し
て
、
身
を
離
れ
ず
。…

…

今 

海
內
の
琴
法
、
皆
な
心
越
・
萬
宗
二
僧
氏
の
手
に
出

で
、
多
く
は
是
れ
明
清
俗
間
の
法
な
り
。
二
僧
氏 

安
い
づ
く
ん

ぞ
雅
俗
の
分
を
知
ら
ん
か
。
余 

故
に
二

僧
の
琴
を
喜
ば
ず
、
竊
に
嘆
嗟
す
る
こ
と
久
し
い
か
な
。
嘗
て
長
崎
に
遊
び
、
清
人
の
潘
渭
川
な

る
も
の
に
邂
逅
し
、
偶
ま
琴
法
手
勢
及
び
「
南
風
」「
滄
浪
」
二
曲
を
受
く
。 

 
→

琴
は
「
聖
人
の
大
器
に
し
て
樂
を
為
す
の
統
」。
儒
教
的
価
値
観
を
正
面
か
ら
持
ち
出
す
。 

 
 
→

仏
僧
に
よ
る
師
承
関
係
に
組
み
こ
ま
れ
る
の
を
拒
否
。 

→

潘
渭
川
は
、
杭
州
の
人
。
科
挙
に
落
第
し
て
商
人
と
な
り
、
長
崎
に
滞
在
す
る
。 

→

琴
山
に
お
け
る
強
烈
な
儒
学
的
意
識
を
確
認
で
き
る
。 

 

資
料
⑥
【
琴
山
の
奏
で
た
琴
曲
の
種
類
】 

・『
琴
山
琴
録
』「
琴
傳
説
」 

平
日‥

‥
‥

歌
「
南
風
」「
滄
浪
」
二
曲
、
或
彈
「
猗
蘭
」、
此
外
不
奏
。
余
嘗
得
朱
紫
陽
所
考
「
詩

樂
譜
」。
試
取
「
關
雎
」「
鹿
鳴
」
二
詩
、
施
其
手
法
、
自
覺
有
得
其
梗
概
。
右
五
譜
、
是
余
之
所
常

奏
也
。 平

日‥
‥
‥

「
南
風
」「
滄
浪
」
の
二
曲
を
歌
ひ
、
或
ひ
は
「
猗
蘭
」
を
彈
じ
、
此
の
外
は
奏
で

ず
。
余
嘗
て
朱
紫
陽
が
考
ふ
る
所
の
「
詩
樂
譜
」
を
得
た
り
。
試
み
に
「
關
雎
」「
鹿
鳴
」
二
詩
を

取
り
、
そ
の
手
法
を
施
す
に
、
自
ら
そ
の
梗
概
を
得
る
こ
と
有
る
を
覺
ゆ
。
右
の
五
譜
、
是
れ
余

の
常
に
奏
す
る
所
な
り
。 

→

常
に
奏
で
て
い
た
の
は
「
南
風
」「
滄
浪
」
「
猗
蘭
」
「
關
雎
」
「
鹿
鳴
」
の
五
曲
。 

 

資
料
⑦
【
琴
山
の
奏
で
た
琴
曲
㊀
「
滄
浪
歌
」】 

・『
琴
山
琴
録
』「
滄
浪
歌
」2 
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滄
浪
之
水
清
兮 

 

滄
浪
の
水 

清
ま
ば 

可
以
濯
吾
纓 

 

以
て
吾
が
纓
を
濯
ふ
べ
し 

滄
浪
之
水
濁
兮 

滄
浪
の
水 

濁
ら
ば 

可
以
濯
吾
足 

 

以
て
吾
が
足
を
濯
ふ
べ
し 

 

資
料
⑧
【
二
つ
の
出
典
】 

・
出
典
㊀
『
孟
子
』「
離
婁
章
句
上
」 

 

有
孺
子
歌
曰
「
滄
浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
我
纓
。
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯
我
足
」。
孔
子
曰
「
小

子
聽
之
。
淸
斯
濯
纓
、
濁
斯
濯
足
矣
。
自
取
之
也
」。 

 

孺
子
有
り
て
歌
ひ
て
曰
く
「
滄
浪
の
水
清
け
れ
ば
、
以
て
我
が
纓
を
濯
ふ
べ
し
。
滄
浪
の
水 

濁

ら
ば
、
以
て
我
が
足
を
濯
ふ
べ
し
」。
孔
子
曰
く
「
小
子
こ
れ
を
聽
け
。
淸
け
れ
ば
斯
に
纓
を
濯
は



5 

 

れ
、
濁
れ
ば
斯
に
足
を
濯
は
れ
ん
。
自
ら
こ
れ
を
取
る
な
り
」。 

 
 

 
→

子
供
が
歌
っ
て
い
た
歌
詞
に
つ
い
て
の
孔
子
の
解
釈
。 

 
 
 
 
 
→

「
纓
」
は
冠
を
結
ぶ
紐
。 

→
澄
ん
で
る
水
で
あ
れ
ば
「
纓
」
を
洗
っ
て
も
ら
え
る
が
、
濁
り
水
で
あ
れ
ば
汚
れ
た
「
足
」

を
洗
わ
れ
て
し
ま
う
。
ど
の
よ
う
な
目
に
遭
う
か
は
、
清
濁
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
の
自
分

自
身
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
。 

・
出
典
㊁
『
楚
辞
』「
漁
父
」 

屈
原
旣
放
、
遊
於
江
潭
、
行
吟
澤
畔
、
顔
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
漁
父
見
而
問
之
、‥

‥
‥

屈
原

曰
「
舉
世
皆
濁
、
我
獨
清‥

‥
‥

是
以
見
放
」。
漁
父
曰
「
聖
人
不
凝
滯
於
物
、
而
能
與
世
推
移
。
世

人
皆
濁
、
何
不
淈
其
泥
而
揚
其
波
」。
屈
原
曰
「‥

‥
‥

安
能
以
皓
皓
之
白
、
而
蒙
世
俗
之
塵
埃
乎
」。

漁
父
莞
爾
而
笑
、
鼓
枻
而
去
。
歌
曰
「
滄
浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
吾
纓
、
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯

吾
足
」。
遂
去
、
不
復
與
言
。 

 

屈
原 

旣
に
放
た
れ
て
、
江
潭
に
遊
び
、
行
く
澤
畔
に
吟
ず
、
顔
色
憔
悴
し
、
形
容
枯
槁
せ
り
。

漁
父
見
て
こ
れ
に
問
ふ‥

‥
‥

屈
原
曰
く
「
世
を
舉
げ
て
皆
な
濁
り
、
我
獨
り
清す

む‥
‥
‥

是
以

こ
れ
ゆ
ゑ
に

に
放
た
る
」。
漁
父
曰
く
「
聖
人
は
物
に
凝
滯
せ
ず
、
而
し
て
能
く
世
と
推
移
す
。
世
人 

皆
な
濁

ら
ば
、
何
ぞ
そ
の
泥
を
淈に

ご

し
て
そ
の
波
を
揚
げ
ざ
る
」。
屈
原
曰
く
「‥

‥
‥

安
い
づ
く
ん

ぞ
能
く
皓
皓
の

白
き
を
以
て
、
世
俗
の
塵
埃
を
蒙
ら
ん
か
」。
漁
父 

莞
爾
と
し
て
笑
ひ
、
枻
を
鼓
し
て
去
る
。
歌

ひ
て
曰
く
「
滄
浪
の
水 

清す

ま
ば
、
以
て
吾
が
纓
を
濯
ふ
べ
し
、
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
以
て
吾
が
足

を
濯
ふ
べ
し
」。
遂
に
去
り
、
復
た
與と

も

に
言
は
ず
。 

 
 
→

楚
の
屈
原
は
、
忠
義
の
志
が
厚
か
っ
た
の
に
、
讒
言
に
よ
っ
て
王
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を
抱
い
た
ま
ま
徘
徊
す
る
う
ち
に
、
自
由
な
考
え
か
た
を
す

る
漁
師
に
出
会
っ
た
。 

 
 
 

 
→

漁
師
は
去
り
ぎ
わ
に
屈
原
に
向
か
っ
て
歌
っ
た
。
「
澄
ん
で
る
水
で
あ
れ
ば
『
纓
』
を
洗

え
ば
い
い
し
、
濁
り
水
で
あ
れ
ば
足
を
洗
え
ば
い
い
。
清
濁
に
、
こ
だ
わ
る
な
」
。 

 
 

 
 
→

後
世
の
文
学
で
は
、『
楚
辞
』「
漁
父
」
の
解
釈
の
ほ
う
が
主
流
。 

   

資
料
⑨
【
琴
山
の
奏
で
た
琴
曲
㊁
「
南
風
」】 

・『
琴
山
琴
録
』「
南
風
」 
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南
風
之
薰
兮 

 
 
 
 

南
風
の
薰
ぜ
る 

可
以
解
吾
民
之
愠
兮 

 

以
て
吾
が
民
の
愠

い
か
り

を
解
く
べ
し 

南
風
之
時
兮 

 
 
 
 

南
風
の
時
な
る
か
な 

可
以
阜
吾
民
之
財
兮 

 

以
て
吾
が
民
の
財
を
阜

ゆ
た
か

に
す
べ
し 

 

 

・『
孔
子
家
語
』「
辯
詩
樂
」 

昔
者
舜
彈
五
絃
之
琴
、
造
南
風
之
詩
。
其
詩
曰
「
南
風
之
薰
兮
、
可
以
解
吾
民
之
愠
兮
。
南
風
之
時

兮
、
可
以
阜
吾
民
之
財
兮
」。 

昔 

舜
は
五
絃
の
琴
を
彈
じ
、
南
風
の
詩
を
造
る
。
そ
の
詩
に
曰
く
「
南
風
の
薰
ぜ
る
、
以
て
吾
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が
民
の
愠
を
解
く
べ
し
。
南
風
の
時
な
る
か
な
、
以
て
吾
が
民
の
財
を
阜
に
す
べ
し
」。 

→

古
代
の
伝
説
的
聖
王
で
あ
る
帝
舜
は
、
五
弦
琴
を
奏
で
て
「
南
風
」
の
曲
を
作
り
、

国
を
治
め
て
ゆ
く
志
に
つ
い
て
歌
っ
た
。 

→
『
史
記
』
「
楽
書
」 

南
風
之
詩
者
、
生
長
之
音
也
。
舜
樂
好
之
、
樂
與
天
地
同
意
、
得
萬
國
之
驩
心
。

故
天
下
治
也
。 

南
風
の
詩
は
、
生
長
の
音
な
り
。
舜 

樂
み
て
こ
れ
を
好
み
、
樂
は
天
地
と
意

を
同
じ
く
し
、
萬
國
の
驩
心
を
得
た
り
。
故
に
天
下 

治
ま
る
な
り
。 

   

資
料
⑩
【
琴
山
の
奏
で
た
琴
曲
㊂
「
關
雎
」】 

→

「
雅
楽
」
を
求
め
て
。 

→

「
雅
楽
」
の
本
義
は
、
宗
廟
で
の
祭
祀
や
、
天
子
や
諸
侯
の
公
式
の
宴
会
の
と
き
に
奏
で
る

雅
正
な
る
音
楽
。 

・『
毛
詩(

詩
経)

』「
關
雎
」 

關
關
雎
鳩 

 

關
關
た
る
雎
鳩
は 

在
河
之
洲 

 

河
の
洲
に
在
り 

窈
窕
淑
女 

 

窈
窕
た
る
淑
女
は 

君
子
好
逑 

 

君
子
の
好
逑 

 

參
差
荇
菜 

 

參
差
た
る
荇
菜
は 

左
右
流
之 

 

左
右
に
流も

と

む 

窈
窕
淑
女 

 

窈
窕
た
る
淑
女
は 

寤
寐
求
之 

 

寤
寐
に
求
む 

 

求
之
不
得 

 

求
む
れ
ど
得
ず 

寤
寐
思
服 

 

寤
寐
に
思
服
す 

悠
哉
悠
哉 

 

悠
な
る
哉 

悠
な
る
哉 

輾
轉
反
側 

 

輾
轉 

反
側
す 

 

參
差
荇
菜 

 

參
差
た
る
荇
菜
は 

左
右
采
之 
 

左
右
に
采
る 

窈
窕
淑
女 

 

窈
窕
た
る
淑
女
は 

琴
瑟
友
之 

 

琴
瑟
も
て
友
と
す 
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參
差
荇
菜 

 

參
差
た
る
荇
菜
は 

左
右
芼
之 

 
左
右
に
芼え

ら

ぶ 

窈
窕
淑
女 

 

窈
窕
た
る
淑
女
は 

鐘
鼓
樂
之 

 

鐘
鼓
も
て
樂
し
ま
し
む 

 
 

 
 
→

「
關
雎
」
の
詩
の
本
義
に
つ
い
て
は
古
来
、
婦
道
の
大
切
さ
を
説
く
も
の
、
男
女
の
情
愛

を
説
く
も
の
、
祝
婚
歌
あ
る
い
は
祭
祀
歌
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。 

 
 

 
 
→

い
ず
れ
に
せ
よ
儒
学
に
お
い
て
は
、
古
代
の
聖
人
で
あ
る
周
の
文
王
あ
る
い
は
周
公
に
関

連
し
た
詩
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
。 

 

資
料
⑪
【
村
井
琴
山
の
「
關
雎
」】 

・『
琴
山
琴
録
』「
關
雎
」 
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・『
琴
山
琴
録
』「
關
雎
跋
」 

右
因
朱
紫
陽
『
經
傳
通
解
』「
詩
律
譜
」
協
音
。
寬
政
己
酉
二
月
。 

 
 

右
は
朱
紫
陽
『
經
傳
通
解
』「
詩
律
譜
」
に
因
り
て
音
を
協あ

は
す
。
寬
政
己
酉
、
二
月
。 

 
 
→

朱
紫
陽
は
哲
学
者
の
朱
子(

一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇)

。 

 
 
→

寬
政
己
酉
は
、
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

。 

 

資
料
⑫
【
朱
紫
陽
『
經
傳
通
解
』「
詩
律
譜
」
と
は
？
】 

・
朱
子
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
巻
二
四
「
詩
樂
」3 

  

 
 
→

「
關
雎
」
の
詩
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
漢
字
」
が
、
音
の
高
さ
を
表
わ
し
て
お
り
、
楽
譜
に

な
っ
て
い
る
。 

→

「
漢
字
」
の
楽
律
対
応
表4

。「
清
」
と
あ
る
場
合
に
は
、
半
音
あ
が
る
。 

 

3 

『
和
刻
本
儀
禮
經
傳
通
解
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
。 

4 

遠
藤
徹
『
平
安
朝
の
雅
楽―

―

古
楽
譜
に
よ
る
唐
楽
曲
の
楽
理
的
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五

年
、
八
九
頁
。 
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→

十
二
律
の
名
前
は
「
雅
楽
」
と
「
俗
楽
」
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

→

「
現
行
」
は
現
代
日
本
の
雅
楽
に
お
け
る
十
二
律
名
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
唐
代
燕
楽
の

律
名
に
基
づ
く
。 

→

琴
山
は
、
こ
の
譜
面
に
基
づ
い
て
琴
曲
に
編
曲
し
た
。 

 

資
料
⑬
【
村
井
琴
山
に
お
け
る
編
曲
の
姿
勢
】 

・『
琴
山
琴
録
』 

杶
按
『
頖
宫
禮
樂
疏
』
曰
「
大
抵
琴
主
散
聲
、
實
音
次
之
。
泛
音
鄭
聲
、
君
子
弗
貴
。
是
以
左
手

綽
・
注
・
吟
・
猱
、
右
手
疾
・
徐
・
輕
・
重
、
雅
樂
禁
焉
。
琴
理
雖
淵
、
雅
音
尚
簡
」。…

…
然
今
觀

明
譜
、
雖
其
辭
用
古
詩
古
曲
、
亦
至
其
手
法
、
則
綽
・
注
・
吟
・
猱
・
發
・
剌
・
泛
・
奄
最
多
。
是

皆
繁
音
煩
手
、
豈
取
之
君
子
者
雅
正
之
聲
乎
哉
。 

杶
按
ず
る
に
『
頖
宫
禮
樂
疏
』
に
曰
く
「
大
抵
は
琴
は
散
聲
を
主
と
し
、
實
音
こ
れ
に
次
ぐ
。

泛
音
は
鄭
聲
に
し
て
、
君
子 

貴
ば
ず
。
是
を
以
て
左
手
の
綽
・
注
・
吟
・
猱
、
右
手
の
疾
・
徐
・

輕
・
重
は
、
雅
樂
こ
れ
を
禁
ず
。
琴
理
は
淵ふ

か

き
と
雖
も
、
雅
音
は
簡
を
尚
ぶ
」。…

…

然
る
に
今 

明
譜
を
觀
る
に
、
そ
の
辭
は
古
詩
古
曲
を
用
ゐ
る
と
雖
も
、
亦
た
そ
の
手
法
に
至
れ
ば
、
則
ち

綽
・
注
・
吟
・
猱
・
發
・
剌
・
泛
・
奄 

最
も
多
し
。
是
れ
皆
な
繁
音
煩
手
に
し
て
、
豈
に
こ
れ

を
君
子
者
の
雅
正
の
聲
に
取
ら
ん
や
。 

 
 

 
 
→

『
頖
宫
禮
樂
疏
』
は
天
文
学
者
・
数
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
明
の
李
士
藻(

一
五
六

五
～
一
六
三
〇)

の
著
。 

→

華
麗
な
指
法
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
。 

 
 

 
 
→

礼
楽
思
想
に
お
け
る
「
雅
音
は
簡
を
尚
ぶ
」
と
い
う
「
雅
」
の
世
界
を
追
求
す
る
。 
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資
料
⑭
【
ま
と
め
：
村
井
琴
山
の
「
琴
学
」】 

→
村
井
琴
山
の
こ
の
よ
う
な
医
家
に
お
け
る
「
儒
医
」
の
思
想
。 

→
「
儒
医
」
に
お
け
る
音
楽
。 

資
料
⑮
【
医
家
に
お
け
る
「
儒
医
」
の
思
想
】 

・
黄
震(

一
二
一
三
～
一
二
八
〇)

『
黄
氏
日
鈔
』
卷
九
十
「
贈
台
州
薛
大
丞
序
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

天
下
之
伎
術
、
皆
為
民
生
蠹
、
惟
醫
為
有
益
。
故
世
或
以
儒
・
醫
並
称
尊
之
也
。 

 

天
下
の
伎
術
、
皆
な
民
の
た
め
に
蠹
を
生
ず
、
惟
だ
醫
の
み
有
益
と
な
す
。
故
に
世 

或
は
儒
・

醫
を
以
て
並
称
し
て
、
こ
れ
を
尊
ぶ
な
り
。 

・『
國
語
』「
晉
語
」 

上
毉
毉
國
、
其
次
疾
人
。 

 

上
毉
は
國
を
毉
し
、
其
の
次
に
疾
人
な
り
。 

・『
潛
夫
論
』「
思
賢
」 

上
毉
毉
國
、
其
次
下
毉
毉
疾
。
夫
人
治
國
、
固
治
身
之
象
、
疾
者
身
之
病
、
亂
者
國
之
病
也
。
身

之
病
待
毉
而
愈
、
國
之
亂
待
賢
而
治
。
治
身
有
黃
帝
之
術
、
治
世
有
孔
子
之
經
。 

上
毉
は
國
を
毉
し
、
そ
の
次
に
下
毉
は
疾
を
毉
す
。
夫
れ
人
の
國
を
治
む
る
は
、
固
よ
り
身
を

治
む
る
の
象
に
し
て
、
疾
は
身
の
病
に
し
て
、
亂
は
國
の
病
な
り
。
身
の
病
は
毉
を
待
ち
て
愈
え
、

國
の
亂
は
賢
を
待
ち
て
治
む
。
身
を
治
む
る
は
黃
帝
の
術
あ
り
、
世
を
治
む
る
は
孔
子
の
經
あ
り
。 

→

「
儒
・
醫
」
あ
る
い
は
「
儒
医
」
の
思
想
。
最
高
の
医
者
は
、
国
の
病
を
治
し
、
そ
の
次

の
レ
ベ
ル
の
医
者
が
人
の
病
を
治
す
。 

→

范
仲
淹(

九
八
九
～
一
〇
五
二)

の
言
葉
と
し
て
宋
代
の
随
筆
類
に
散
見
さ
れ
る
「
不
為
良

相
、
必
為
良
醫
〔
良
相
た
ら
ず
ん
ば
、
必
ず
良
醫
と
な
ら
ん
〕」
が
思
い
浮
か
ぶ
。 

→

琴
山
の
音
楽
に
た
い
す
る
意
識
の
根
底
と
し
て
あ
る
も
の
。 

 

資
料
⑯
【「
儒
医
」
に
お
け
る
音
楽
】 

 
 

㊀
孔
子
あ
る
い
は
屈
原
の
「
滄
浪
」：
高
潔
あ
る
い
は
融
通
無
碍
の
生
き
方 

㊁
帝
舜
「
南
風
」
： 

 
 
 
 
 
 

経
国
済
民
、
他
者
を
利
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
生
き
方 

 
 

 
 
 
 
 
→

聖
賢
た
ち
の
生
き
か
た
に
思
い
を
馳
せ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
→

音
楽
を
通
じ
た
、
古
人
の
心
の
「
追
体
験
」
。 

㊂
「
關
雎
」「
鹿
鳴
」 

 
 

 
→

理
想
的
な
社
会
制
度
を
形
成
す
る
「
礼
楽
」
の
な
か
の
音
楽
。 

 
 

 
→

簡
易
な
演
奏
・
旋
律
の
な
か
に
、
深
い
精
神
性
を
読
み
こ
も
う
と
す
る
態
度
。 

  
 

村
井
琴
山
の
「
琴
学
」
は
、
「
儒
」
の
立
場
か
ら
、
あ
る
音
楽
を
奏
で
、
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序

が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
「
礼
楽
思
想
」
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
村
井
琴
山
の
奏
で
た
音
楽

を
聴
く
こ
と
は
、
前
近
代
の
医
家
た
ち
の
内
面
的
思
想
・
精
神
を
の
ぞ
き
込
む
こ
と
に
直
結
す
る
。 

 
 

 
→

こ
れ
も
ま
た
「
追
体
験
」。
聴
く
人
の
心
と
、
琴
山
の
心
と
が
一
つ
に
な
る
。 
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附
録 
新
出
資
料
の
多
紀
藍
渓
筆
「
漁
礁
問
答
譜
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

 

資
料
①
【
琴
曲
「
漁
礁
問
答
」
の
背
景
】 

 

琴
曲
「
漁
礁
問
答
」
は
、
今
日
の
中
華
圏
の
音
楽
界
で
も
奏
で
ら
れ
る
機
会
の
多
い
名
曲
で
あ
る
。 

宋
代
理
學
の
流
れ
を
く
む
哲
學
書
『
漁
樵
問
對
』
は
來
歷
に
明
瞭
さ
を
闕
く
も
の
の
、
朱
子
な
ど
の

道
學
者
た
ち
を
始
め
と
し
て
當
時
の
社
會
に
廣
く
受
け
い
れ
ら
れ
た
。 

結
果
と
し
て
早
け
れ
ば
北
宋
、
遅
く
と
も
南
宋
の
『
紫
霞
洞
譜
』
編
纂
時
ま
で
に
は
、
そ
の
別
名
を

直
接
に
も
ち
い
た
琴
曲
「
漁
樵
問
答
」
が
成
立
し
、
や
が
て
千
古
の
後
に
ま
で
奏
で
ら
れ
る
名
曲
に
な

っ
た
。 

『
漁
樵
問
對
』
の
受
容
史
の
上
で
、
思
想
的
内
容
以
外
に
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
漁

樵
」
の
二
人
の
隱
者
が
山
水
の
な
か
で
語
り
あ
う
舞
臺
設
定
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
漁
樵
」
が
問
答
す

る
イ
メ
ー
ジ
は
、
言
語
・
音
樂
の
い
ず
れ
の
方
面
に
お
い
て
も
廣
い
枠
組
み
を
も
ち
、
哲
學
的
思
索
・

精
神
的
交
流
・
山
水
の
風
景
な
ど
の
各
種
の
要
素
を
、
そ
の
な
か
に
包
括
で
き
る
。
音
樂
方
面
か
ら
說

く
な
ら
ば
、
琴
曲
「
樵
歌
」「
山
居
吟
」「
漁
歌
」「
欸
乃
」「
澤
畔
吟
」
な
ど
の
要
素
を
、
一
曲
の
な
か

に
併
せ
持
つ
。
つ
ま
り
、
こ
の
舞
臺
設
定
は
、
奥
ゆ
き
の
あ
る
意
境
を
釀
し
だ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、
琴
曲
「
漁
樵
問
答
」
に
お
い
て
有
効
活
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

 資
料
②
【
日
本
に
お
け
る
琴
曲
「
漁
礁
問
答
」
の
受
容
】 

さ
て
日
本
近
世
に
お
け
る
琴
學
の
傳
承
は
、
東
皋
心
越
禪
師(

一
六
三
九
～
一
六
九
六)
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
、
人
見
竹
洞(

一
六
三
七
～
一
六
九
六)

や
杉
浦
琴
川(

一
六
六
〇
～
一
七
一
一)
な
ど
優
秀
な

弟
子
を
得
て
、
や
が
て
全
國
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
杉
浦
琴
川
の
家
臣
で
あ
り
、
一
說
に
は
東
皋
禪
師

か
ら
親
し
く
指
法
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
小
野
田
東
川(

一
六
八
四
～
一
七
六
三)

は
、
の
ち
に
教
授
方

法
を
日
本
の
家
元
制
度
に
な
ら
っ
て
整
備
し
、
そ
の
傳
授
十
六
曲
の
な
か
で
「
漁
樵
問
答
」
を
最
高
奥

義
の
秘
曲
と
し
て
位
置
づ
け
た
と
い
う 

。
こ
の
一
曲
が
と
く
に
選
ば
れ
て
秘
曲
化
さ
れ
た
背
景
に
つ

い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
東
川
は
そ
の
響
き
の
な
か
に
己
の
理
想
と
す
る
何
か
し
ら
を
見
い
だ
し

た
の
だ
ろ
う
。5 

 

資
料
③
【
多
紀
藍
渓
筆
「
漁
礁
問
答
譜
」
に
お
け
る
琴
曲
「
漁
礁
問
答
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
】 

・
楊
掄(

字
は
鶴
浦)

の
編
纂
し
た
『
真
傳
正
宗
琴
譜
』
の
「
漁
礁
問
答
」
で
あ
る
。 

 
→

楊
掄
は
何
度
か
琴
譜
を
ま
と
め
て
出
版
し
て
い
る
が
、
「
漁
礁
問
答
」
が
含
ま
れ
る
の
は
萬
暦

十
七
年(

一
五
八
九)

の
進
士
李
文
芳
の
序
の
あ
る
『
真
傳
正
宗
琴
譜
』。 

 

5 

岸
邊
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
有
隣
堂
、
二
〇
〇
〇
年
。
山
寺
美
紀
子
「
藤
澤
東
畡
と
七
絃
の

琴(

き
ん)―

―

そ
の
琴
系
及
び
彈
琴
、
琴
學
、
琴
事
の
實
像
に
つ
い
て
」『
關
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
紀

要
』、
二
〇
一
六
年
、
一
四
二
頁
。 



13 

 

 
 

 

楊
掄
の
肖
像 

 

資
料
④
【『
真
傳
正
宗
琴
譜
』「
漁
樵
問
答
」
】6 

 
 

 

・
商
調
の
旋
法
。 

 
 

 

・
全
八
段
あ
り
、
樵
夫
と
漁
師
と
が
山
水
の
な
か
で
の
生
活
の
楽
し
さ
を
、
首
尾
以
外
は
段
ご

と
に
代
わ
る
代
わ
る
歌
う
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
毎
段
の
下
に
「
樵
」
で
あ
る
か
「
漁
」
で

あ
る
か
が
注
記
さ
れ
る
。 

 
 

 

・「
琴
歌
」
で
あ
り
、
一
文
字
あ
た
り
一
音
で
弾
き
語
り
す
る
。
歌
詞
に
は
俗
語
の
用
法
が
目

立
つ
。 

 

 

6 

『
琴
曲
集
成
』
第
七
冊
、
中
華
書
局
。 



14 

 

  

資
料
⑤
【
備
考
】 

・
扇
面
と
い
う
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
。 

 
 
→

他
者
へ
の
贈
答
？
自
身
の
心
覚
え
の
た
め
？ 

・
単
語
や
続
く
言
葉
に
中
線
が
引
い
て
あ
る
の
は
、
続
け
て
歌
う
た
め
の
注
記
と
し
て
も
作
用
す
る
。 

・
一
部
の
漢
字
の
右
側
に
朱
線
が
附
し
て
あ
る
が
目
下
、
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
或
い
は
歌
う
時

の
旋
律
を
「
博
士
譜
」
の
よ
う
に
書
き
だ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
を
待
つ
。 


